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　福居さんの原点は病院薬剤師だ。第一薬科大学薬
学部を卒業後、福岡徳州会病院に就職。24時間診
療をコンセプトにする病院の方針のもと、臨床薬剤
師として歩み出した。当時から病院は、医師、看護
師、薬剤師のチーム医療を実践しており、24時間
診療のため当直も救急現場も経験した。忙しく目ま
ぐるしい毎日だったが、福居さんは「すごく勉強に
なった」と振り返る。その背中を押してくれたのが
当時の薬剤部長。「どんなトラブルがあっても翌日
には解決してくれたし、医師に対しておかしいと思
うことはきちんと言える人だった。患者さんのため
になることは何でもやらせてくれた」
　そんな毎日の業務の中で、病棟に出向くと、患者
が服薬に苦しんでいる姿を目撃した。子どもたちは
食後の服薬を嫌がり泣き叫んだ。嚥下障害のある高
齢者は、食事に薬を混ぜていた。安全に服薬するた
めの方法であったが、本当は食事と服薬は別々にし

たい。困っている患者を目の前にしたら、何とかし
なければいけないと考えた福居さん。「どうして製
薬会社はこんな飲みにくい薬を作っているのか」と
疑問に感じ、それならば自分で患者が飲みやすい薬
を作ろうと製薬会社に転職することを決意した。病
院薬剤師になって３年後のことだった。
　入社したのは、のど薬のメーカーとして伝統のあ
る龍角散。研究開発部門の募集だったが、薬品分析
や製剤、生産、企画、薬事と全ての部署を横串にカ
バーできる人材を求めており、「いろんな仕事がで
きる」と魅力を感じた。最初に与えられたテーマは
徐放性製剤。１日２回の服用で済む一般用鼻炎カプ
セルの開発だ。当時は１日３回の服用が主流の中、
医療用成分を含有させ、新薬並みの吸収、排泄デー
タを揃えることで、眠くなりにくく、口が渇かない
ことにこだわった結果、無事発売にこぎ着けた。承
認申請資料も自分で作成した。

　入社して６年ほど経った頃、営業
部門から「ＯＴＣ薬を買ってすぐ服
用したい人のためにパック入りの水
を作ってほしい」と要望を受けた。
当時はペットボトルのミネラルウォ
ーターは贅沢だと考える人が多かっ
た時代だったが、福居さんは病院薬
剤師の経験から「水で薬を飲むと、むせてしまう人
が大勢いる」と考え、服薬を補助する“ゼリー”を開
発した。

　薬が飲めなくて苦しんでいる患者を救いたい――。龍
角散執行役員開発本部長の福居篤子さんは、製剤のプロ
フェッショナルとして、薬を飲みやすくするヒット商品
の開発を数多く手がけてきた。かつて病院薬剤師として
病棟に出向き、日々服薬に苦労する患者を目の当たりに
してきた福居さん。「なぜ製薬会社はこんなに飲みにく
い薬を作るんだろう」と疑問に感じ、「だったら私が作る
側に行こう」と製薬会社への転職を決心した。研究開発
部に所属しながら、幅広い業務を経験。社内では持ち前
のパワーで頭角を現す一方、不遇の時代も味わった。そ
れでもあきらめず、製剤を極めようと一念発起して薬学
博士号を取得。日本薬剤学会の「旭化成製剤学奨励賞」の
受賞をはじめ、誰もが納得する評価を得て今の地位を築
いた。そんな福居さんは、薬学生に「自分で人生のレール
を狭くしている学生が多いのでは。もっと視野を広く持
ち、いろんなことに興味を持って楽しんでほしい」と熱
いメッセージを送る。
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突破力でヒット商品生み出す

飲みやすい薬を…臨床経験が原点
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